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【はじめに】N, N-ジメチルホルムアミド(DMF)は、細胞培養液への物質添加をする際の溶媒とし

て広く用いられている。しかし、DMFは 1 v/v%程度の濃度で細胞の半数を死滅させる毒性を有す

ることが報告されており[1]、培養液中の DMF濃度のモニタは重要な問題である。そこで本発表で

は、我々がこれまでに報告してきた DMFと 2次元半導体であるMoS2の間の特異的な相互作用を

利用した[2]、溶液中の DMF濃度をモニタ可能なバイオセンサの開発について報告する。 

【実験方法及び結果】機械的剥離法によって 260 

nm SiO2基板上に転写した MoS2に対し、電子線

リソグラフィーによってチャネル長 1 mのくし

形電極を作製した(図 1(a))。この基板上に、ポリ

ジメチルシロキサン(PDMS)に直径 2 mm の穴を

あけたものを取り付けることで、溶液を保持する

マイクロチャンバを作製した(図 1(b))。その後、

生理食塩水を想定した 0.1Mの NaCl水溶液をチ

ャンバ内に導入することで、図 2(a)に示すトップ

ゲート構造を有する FET(field-effect transistor)を

作製し伝達特性を測定したところ、明確なゲー

ト依存性が確認された。さらに、チャンバ内溶

液の DMF濃度が 200 L/mLになるように DMF

を滴下して再度伝達特性を測定したところ、電流値の上昇が確認された。このことから、溶液中

の DMFを FETの電流値の変化としてモニタできることが明らかとなった。 

【まとめ】MoS2を用いたトランジスタによって、溶液中の DMFがモニタできることを実証した。

当日は、センサの特性や DMFとMoS2間の相互作用について、より詳細に検討した結果について

も報告する。 
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Fig.1 (a) The macroscopic picture of the device. (b) 

Optical microscopic image of the MoS2 device. 

 
Fig.2 (a) The schematic image of the device 
structure. (b) Transfer characteristics of the device. 
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